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『
兵
庫
県
史
』
史
料
編
中
世
一
に
よ
れ
ば
、
淡
路
に
は
現
在
八
○
点
余
の
中
世
文
書
が
伝
存
す
る
と
い
う
が
、
そ
の
内
の
六
○
点
は
護
国
寺
に
伝
わ
る
も
のである。
護国寺は、現在の三原郡南淡町賀集（もとの一一一原郡賀集村八
幡
）
に
あ
る
真
言
宗
寺
院
で
、
現
在
は
高
野
山
の
系
統
に
属
し
て
い
る
。
護
国寺は
貞
観
年
中
（
八
五
九
～
八
七
七
）
に
大
安
寺
僧
行
教
が
創
建したと
伝
え
、
本
尊
は
平
安
後
期
の
木
造
大
日
如
来
坐
像
で
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れてい
る
。
ま
た
近
年
は
、
淡
路
七
福
神
の
中
の
布
袋
様
の
お
寺
としても
親
し
ま
れ
て
い
る
。
護
国
寺
に
は
中
世
文
書
の
ほ
か
近
世
・
近
代
文
書
も
数
多
く
伝
わ
っ
て
お
り
、
ま
た
、
中
世
の
宗
門
関
係
の
史
料
も
若
干
伝
存
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
護
国
寺
の
協
力
を
得
て
調
査
中
で
、
調
査
完
了
後
に
公
にする予定であるが、護国寺文書の中で、まず注目されるのが、
正文としては淡路で唯一の鎌倉期の文書でもある、元久二年（一
元久二年四月の淡路国司庁宣に見られる花押について（中野）
八
研
究
ノ
ー
ト
Ｖ
元
久
二
年
四
月
の
淡
路
国
司
庁
宣
に
見
ら
れ
る
花
押
に
つ
い
て
二
○
五
）
四
月
の
淡
路
国
司
庁
宣
（
以
下
、
単
に
庁
宣
と
い
う
）
で
あ
ろ
う
。
同
文
書
は
、
現
在
軸
装
で
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
損
傷
が
甚
だ
し
く
、
早
急
の
修
補
が
望
ま
れ
る
。
さ
て
、
こ
の
庁
宣
は
『
兵
庫
県
史
」
史
料
編
中
世
一
に
は
、
謹
国
寺
文
書
第二号として収録され、『鎌倉遣文』にも一五三五号として収録
されているもので、「鎌倉遺文」が典拠を、「淡路常盤草四伊佐奈
岐
神
社
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
そ
の
存
在
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
この文書には、写真Ａでも明瞭のごとく、杣と奥とに花押が据
えられているが、原文書を調査したと見られる『兵庫県史」で
も、その人物比定はなされていない、また「鎌倉遺文」は「淡路
常盤草」から引用したためか、袖判（袖花押）の存在を明示して
い
な
い
。
な
お
、
念
の
た
め
に
い
え
ば
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
の
影
写
本
に
は
袖
判
も
影
写
さ
れ
て
い
る
。
元久二年（’二○五）四月の淡路国司庁宣の袖と奥に孝られる
花
押
の
人
物
比
定
を
試
み
よ
う
と
す
る
の
が
、
小
稿
の
さ
さ
や
か
な
目
的
で
中
野
栄
夫九
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法
政
史
学
第
四
十
三
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淡路国司庁宣
現
在
、
国
司
一
覧
表
と
し
て
い
ち
ば
ん
便
利
な
の
が
「
日
本
史
総
覧
」
二
（１）
所収の「国司一覧」であろう。
そこでまず『日本史総覧』の「国司一覧」を詮ると、元久二年
（’二○五）前後の淡路国司は、表Ａのように示されている。こ
の
表
に
見
え
る
「
藤
原
（
名
欠
）
」
の
典
拠
は
、
ま
さ
に
こ
の
庁
宣
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
「
藤
原
（
名
欠
）
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
手
が
か
り
はその前に見られる藤原範周であろう。そこで藤原価周なる人物
を「尊卑分脈』に求めると、施周なる人物は一人しかおらず、表
Ｂの人物らしいことが知られる。すなわち、これらによれば藤原
範周は、知行国主としてみられる藤原節季の孫で、前国守である
藤原範時の子であることが判明する。
｜
股
に
、
知
行
国
主
制
度
の
下
で
は
、
知
行
国
主
は
一
族
の
子
弟
な
ど
を
国守に推挙するのが通例であったといわれている。事実、この珈
例を見ても、知行国主藤原範季は、子の藤原価時を国守としてい
る。表Ａによれば、藤原施季の知行国主としての徴証は正治元年
（一一九九）二月までというが、孫の藤原範周が元久元年（’一一
○四）に国守となっているので、その後も淡路国の知行国主であ
ったと考えるのが順当なところであろう。「尊卑分脈』では施季
が卒したのは元久一一年（一二○五）であることしか示されていな
いが、『明月記』の元久二年（’二○五）五月一一日条には、「昨
日午刻従二位範季卿入滅」とあり、藤原範季は前日の五月一○川
ある。
一
二
○
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表
能Ｂ
表
Ａ
淡
路
国
司
在
職
表
『
日
本
史
総
覧
』
よ
り
）
藤
原
範
周
藤原（名欠）
藤
原
教
隆
藤
原
範
時
（知行国主）
藤
原
範
季
元久二年四月の淡路国司庁宣に見られる花押について（中野）
０
１
５
氏
名
一
所
見
年
月
日
一
種
別
兼
Ｉ
黛痢 範季流
系
図依順徳院外祖
元
久
二
へ
図
弓
尊
卑
分
脈
」
よ
り
）
異本云友実子
実父能兼為範兼子云を
従一一位木工頭
式
部
少
輔
文
治
侍
読
建
久
七
年
正
月
二
八
日
正
治
元
年
二
月
二
○
日
元
久
元
年
正
月
一
七
日
元
久
二
年
四
月
元
久
二
年
一
一
月
二
九
日
建
永
元
年
九
月
一
一
二
日
建
久
七
年
正
月
二
八
日
元
久
元
年
正
月
一
七
日
襲癖八十三 範資侍読学士
遷補見補
任任任任
止補
任任
公
卿
補
任
承
久
元
年
藤
原
範
時
項
、
弁
官
補
任
承
元
四
年
藤
原
範
時
項
明
月
記
同
年
二
月
二
一
日
条
公
卿
補
任
承
久
元
年
藤
原
範
時
項
、
弁
官
補
任
承
元
四
年
藤
原
範
時
項
鎌倉遺文一五三五号
明
月
記
同
年
一
一
月
三
○
日
条
三
長
記
、
不
知
記
、
明
月
記
。
任
豊
前
守
公
卿
補
任
承
久
元
年
頁
、
弁
官
補
任
承
元
四
年
項
公卿補任承久元年頁、弁官補任承元四年項
備
前
守
範
周
母
出
家 出
典
こ
の
庁
宣
に
見
ら
れ
る
奥
上
署
判
は
国
守
の
藤
原
範
周
の
も
の
、
杣
判
は
知
行
国
主
の
藤
原
範
季
の
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う。ところで、幸いなことに、藤原範季の花押は、早稲田大学所蔵
の寿永三年（’一八四）二月七日後白河院庁牒（『平安遺文』補
（２）
’四三号）に見られる。それが写真Ｂである。この花押と、庁宣
に見られる花押（写真Ｃ）と比べると、庁宣の花押は損害が甚だ
し
い
が
、
残
画
か
ら
見
る
限
り
、
｜
致
す
る
と
見
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う。したがって、庁宣の衲判は藤原範季のものと断定してよい。
なお、藤原範周の花押（写真Ｄ）は他に確認
し得ていないが
、
以上のことから霜この時点での淡路守は藤原範周であると考えら
れるので、範周に比定して差し支えないであろう。『花押かが承』
傭
考
午ごろに蕊じた｝」とが知
られる。つまり、〉」の淡
路国司庁豈の発せられた
元久一一年（’二○五）四
月には、藤原範季はまだ
生
存
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
の
淡
路
国
の
知
行
国
守
は
藤
原
範
季
、
国
守
は
そ
の
孫
の
藤
原
範
周
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
な
ら
ば
、
￣
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じ
つ
は
、
こ
の
庁
宣
の
袖
判
が
藤
原
施
季
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
『花押かが象』の元久二年（’二○
五
）
以
降
を
す
べ
て
め
く
っ
て
承
た
の
で
あ
る
が
、
な
か
な
か
め
ざ
す
花
押
は
出
て
こ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
『
花
押
か
が
み』には藤原施周と藤原範季とは、
隣り合わせに載っているのである。
そ
の
こ
と
に
気
が
つ
い
た
の
は
大
分
時
間
が
経
過
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の時の苦い経験などが、別稿の「花
（３）
押
か
が
み
文
書
名
索
引
」
を
作
成
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
藤原範季は、後鳥羽天皇の後宮に
入
っ
た
修
明
門
院
藤
原
重
子
の
父
親
で
も
あ
る
。
修
明
門
院
は
順
徳
天
皇
の
母
で
あ
る
。
『
愚
管
抄
」
巻
第
五
に
は
ヨ
ノ
範
季
〈
後
鳥
羽
院
ヲ
ヤ
ン
ナ
イ
タ
テ
マ
ッ
リ
マ
イ
ラ
セ
テ
、
践
柞
ノ
時
モ
ヒ
ト
ヘ
ー
ー
サ
がこの花押を藤原範周に比定してい
る
の
も
、
以
上
の
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
｜｜’
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以上のことより、元久一一年（一二○五）四月付の淡路国司庁宣
の袖に承られる花押は淡路国知行国主藤原範季のしの、奥にゑら
れる花押は淡路国守藤原範周のものであることが確認できた。藤
原範季はそのすぐ後の五月一○日に莞じているので、やがて国守
も
交
替
と
な
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
『
民
経
記
』
安
貞
元
年
（
一
二
二
七
）
五
月
一
○
日
条
に
よ
る
と
、
こ
の
日
、
修
明
門
院
は
安
楽
心
院
御
八
誌
を
惨
し
て
い
る
の
が
、
こ
れ
は
「
贈
左
大臣範季公料鰯也」という。
る
○
タ
シ
マ
イ
ラ
セ
シ
人
也
、
サ
テ
加
階
〈
二
位
マ
デ
ン
タ
リ
シ
カ
ド
モ
、
当
分
ノ
母
后
ノ
チ
入
ナ
リ
、
サ
テ
贈
位
モ
タ
マ
ワ
レ
リ
…
…
」
と
記
さ
れ
て
い
（２）早稲田大学資料影印叢書『古文書集』｜より複写転載。
（３）現在は「『花押かがぷこ』文書名索引」（『法政大学部紀要』’一一
四）の翠を発表。
（証（１）『兵庫県史」史料編古代一～三には、詳細な「国司年表」が付さ
れているが、これは元暦元年（二八四）までであり、鎌倉期の国
司在職を知ることはできない。また最近、宮崎康充編『国司補任』
が刊行されたが、現在平安時代の途中までしかできていないので、
元久二年四月の淡路国司庁宣に見られる花押について（中野）
参
考
に
は
な
ら
な
い
。
西
〔付記〕本稿は、一九八八年度法政大学特別研究助成金および一九八九
・九○年度文部省科学研究費補助金に韮づく成果の一部である。
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